
続・行ってきました!大阪・関西万博２０２５ 
５月２７日（火）は２年生と４年生、

６月３日（火）は３年生と５年生が 

大阪・関西万博へ行ってきました。 

２年生は『スイスパビリオン』に 

行きました。スイスの自然と最新の 

テクノロジーを感じられる施設で、 

アルプスの少女ハイジが公式マスコットでした。 

４年生は、２９か国が出展している『コモンズ

Ａ館』と『マレーシアパビリオン』に行きました。

スタンプラリーやマレーシア各地域で見られる

屋台グルメの見事な食品サンプル等の展示を

楽しみました。多様性や環境保護がテーマの

パビリオンでした。 

３・４年生が体験した『ノモの国』。１人１個 

のストーンを持ちパビリオン内を巡ります。   

不思議な扇で「心の蝶」を解き放ちました。 

５年生は『ガンダムパビリオン』

に行きました。約１７ｍもの高さを 

持つ等身大のガンダムは、やはり

迫力があります。展示では、モビル

ス ー ツ が

平和利用される未来を描いていました。 

６月３日は朝から強い雨が降りましたが、

どちらの学年も落ち着いて行動できました。 

 

 

 

 

６月１６日（月）、プール開き

をしました。最高気温が３０℃を

超える真夏日でしたが、プールの水は少し冷たく感じたようです。  

今後さらに気温が上昇します。水中運動であっても熱中症の  

リスクはあります。また、活動中に雷が発生することも予想されます。

子どもたちの安全を第一に水泳指導を実施してまいります。 

■速見小ＨＰに新しいページを開設しました■ 

スクール・エンパワーメント（SE）事業 
「確かな学びをはぐくむ学校づくり」 

授業や研究のようすについて紹介しています。 

 

 

◆◆◆◆◆◆７月の主な行事予定 ◆◆◆◆◆◆◆ 

７月 １日（火）個人懇談（13:15 頃下校） 
２日（水）個人懇談（13:15 頃下校） 
３日（木）個人懇談（13:15 頃下校） 
４日（金）児童集会 

個人懇談（13:15 頃下校） 
９日（水）特別時程 クラブ 

（下校：123 年 13:00 頃，456 年 13:50 頃） 
１０日（木）諸費引落日 
１５日（火）給食最終日 
１６日（水）短縮授業（12:10 下校） 
１７日（木）短縮授業（12:10 下校） 
１８日（金）終業式（11:30 下校） 
      学校運営協議会［コミュニティスクール研修］ 
２６日（土）速見校区ふれあい祭り 

８月２６日（火）始業式（12:10 下校） 
  ２７日（水）短縮授業（12:10 下校） 

二測定・命の教育（56 年） 
２８日（木）短縮授業（12:10 下校） 

二測定・命の教育（34 年） 
２９日（金）給食開始 

二測定（1 年） 
二測定・命の教育（2 年） 

●夏休み中の学校閉庁日：令和７年８月９日（土）～15 日（金）● 

この期間、教職員は勤務しておりません。予めお知りおきください。 
 

 

■学校教育目標■ 

はっきり話し、しっかり学ぶ速見っ子（学びに向かう心） 

やさしさあふれる速見っ子（あたたかい心） 

みんな元気な速見っ子（ねばり強い心）   児童数３７９名 

        速見小通信 
門真市立速見小学校 発行者 吉岡 記博 

令和７年６月２５日 第４号 

Hayami Goals ～速見小の目標～ 

［第３回］最後までやり抜こうとする“ねばり強い心” 
「非認知能力」という言葉があるのですが、“ねばり強さ”は  

非認知能力の内の１つと言われています。 “ねばり強さ”とは、 

何か特別に設計されたプログラムを消化すれば獲得できるような

ものではなく（そりゃそうです）、「やってみたらうまくいった」という

成功体験や、不当に抑圧されず自分の意志で行動したり意見を

表明したりできる安心感の裏付けによって、ゆっくりと育まれる  

ものだと思います。 

チャペルの結婚式で牧師さんなどがおっしゃる誓いの言葉に、 

次のようなセリフがあります。 

健やかなるときも、病めるときも、喜びのときも、悲しみのときも、

富めるときも、貧しいときも、これを愛し、これを敬い、これを慰め、

これを助け、その命ある限り、真心を尽くすことを誓いますか 

人は生きているだけで試練の連続です。“毎日が絶好調！”とは

なかなかいかない。弱っていれば弱ったなりに、足りないときには

足りないなりに、元気があれば元気よく。その場の状況に応じて 

手持ちの力を発揮するしかありません。時には誰かの力を借りて。 

能力や性格、強み・弱みは一人ひとり異なります。心身の調子も

日によってさまざま。いつでもどこでも何事も、すべてをやり遂げ 

られる人なんて、きっといないでしょう。人はどうしたって“誰かの 

おかげ”で生きています。最後までやり抜けそうに

ないときは誰かに助けを求めよう。疲れ過ぎたら

少し休んで誰かの応援をしよう。私たち人間は 

そんなふうにしながら、ねばり強く生きるように 

できている。私は、そう信じています。 

＊本シリーズは今回で終了です。  

７月校庭開放 

７５日（土）全日 

１２日（土）ＡＭ 

１９日（土）ＡＭ 

［速見小学校からの発信電話番号］ 080-3492-6922  080-3495-1034  080-3492-3073  080-3494-4390  ■カラー版は HP で■ 


